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アーリル・アンダーシェン（アリルド・アンデルセン）double-bass/composer ノル
ウェー

2010年9月6日
＠銀座日航ホテル
interviewed by Kenny Inaoka／稲岡邦弥
photo:collection of Arild Andersen／Inaoka(*)

アーリル・アンダーシェン
1945年10月27日、ノルウェー生まれ。
1967年から６年間ヤン・ガルバレク・カル
テット（テリエ・リプダルg、ヨン・クリステ
ンセンds）で演奏。この間、オスロに在住し
たドン・チェリーtpとジョージ・ラッセルpに
師事、大きな影響を受ける。72年から74年に
かけてNYに武者修行に出かけ、サム・リ
ヴァースtsやポール・ブレイpと共演、腕を磨
く。帰国後の1974年、自身のバンド「マスカ
レロ」を結成、ECMに３作を残す。カーリ
ン・クログやラドカ・トネフなどノルウェー
のヴォーカリストとの共演も多く、アルバム
も残されている。80年代後期からはノル
ウェーの伝統的なフォーク・ミュージックと
即興演奏の融合を試み、フォーク・シンガー
界の第一人者クリステン・ブラーテン・ベル
クと組み、その成果を『サグン』（ECM）と
して発表。2004年にはアテネ・オリンピック
委員会から委嘱を受け、ソフォクレスの「エ
レクトラ」に基づく音楽劇を作品化、公演を
行うとともにECMに同名のアルバムを残し
た。

♪　『Esoteric Circle』 と『Afric Pepperbird』の間

Q：もう一度、ジョージ・ラッセルに戻りたいので
すが。

AA：どうぞ。

Q：ヤン・ガルバレクをフィーチャーした彼のセク
ステットのアルバムがありますね。イタリアのSoul

Noteからリリースされた。

AA：『Trip to Prillarguri』*だね。あのアルバムは、
スウェーデン放送がストックホルム郊外のSodertelje

Theatreで録音したものだ。スウェーデン放送が主催
した一連のジャズ・コンサート・シリーズのひとつ

11.29 '10

：
#747『ヘイリー・ロレン／クリスマ
ス・コレクション』（White Moon／ビ
クターエンタテインメント）悠雅彦／
#748『ELLIS MARSALIS QUARTET／
an open letter to Thelonious』（ELM

Records）望月由美／ #749『Oregon -

In Stride』（CAM JAZZ）須藤伸義／
#750『ＯＡＭトリオ＋マーク・ター
ナー／now & here』（Karonte）多田雅
範／ #751『クリス・ミン・ドーキー／
夢風景』（Red Dot／ビデオアーツ
ミュージック）今村健一 

：
今月の論点「カデンツァ Vol.35「声」に
ついて」丘山万里子／ 連載フォト・
エッセイ：JAZZ meets 杉田誠一 #61

「白石かずこ 2010年 横浜・白楽」杉田
誠一／ Reflection of Music Vol. 9「サイ
ンホ・ナムチュラク＠トータル・ミュー
ジック・ミーティング2006」横井一江
／ 撮っておきの男たちVol.12「ニコラウ
ス・アーノンクール 指揮者」林　喜代
種／ カンザス・シティの人と音楽 #28

「ボビー・ワトソン in Japan」竹村洋子
／ オーストラリア音楽紀行 Vol.6「十年
に一人の逸材　Sarah（２）そのメンタ
リティー」高谷秀司／ 及川公生の聴き
どころチェック #118『海野威雅／ア
ズ・タイム・ゴーズ・バイ』（ZZJA

PLUS／Happinet）／  ある音楽プロ
デューサーの軌跡 #27「『ECM

catalog』海外プレスの見方」稲岡邦弥 

：
#89「アーリル・アンダーシェン（アリ
ルド・アンデルセン）」稲岡邦弥 

:

#064「Giya Kancheli :Simple Music for

Piano」（Kancheli Music）伏谷佳代  

：
#288「小曽根真 Road to Chopin～
featuring YAMAHA CFX」伏谷佳代／
#289「坂本弘道ソロ」伏谷佳代／
#290「岡田博美ピアノ・リサイタル
『ふらんすPlus 2010』」伏谷佳代／
#291「NISSAY OPERA 2010《オル
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した一連のジャズ・コンサート・シリーズのひとつ
だ。
＊『Trip to Prillarguri』：9CD BoxSetとして2010年
9月イタリアCAMJazzから再発された。

Q：ヤン・ガルバレクの他に、あなたとテリエ・リ
プダル、ヨン・クリステンセンのいわゆる「ビッ
グ・フォー」に、スタントン・デイヴィスtpが加わ
り、ジョージ・ラッセルがリーダーになったもので
すね。

AA：楽曲は、ジョージとヤンが提供した。

Q：この録音が1970年3月ですね。その半年ほど前
に、この「ビッグ・フォー」で『エソテリック・
サークル』(註：Flying Dutchman/Freedom／1969年
10月録音)が録音されており、半年後に『Afric

Pepperbird』(註：ECM1007／1970年9月録音)が続
くわけですね。この２枚のアルバムの録音には１年
ほどの隔たりしかないのですが、音楽的にかなりの
変化がみられますね。
２枚のアルバムにはどういう関係があるのですか？
『Afric Pepperbird』にはマンフレート（アイ
ヒャー）の意向が相当反映されているのですか。

AA：そんなことはないよ。マンフレートはあの時点
では普通のプロデューサー以上のことはしていな
い。僕らのやりたい音楽をやりたいように演奏し
た。年齢的にいちばん伸び盛りの頃だから、わずか
の期間に相当成長したんだと思う。ギグも相当経験
したし。

Q：『エソテリック・サークル』は、ジョージ・
ラッセルのプロデュースになっていますが。

AA：そうさ、ジョージがプロデュースした。『エソ
テリック・サークル』は、オスロ郊外のThe Henie-

Onstad Museumという美術館だったんだが、遮音が
悪くて外部のノイズが入ってくるんだ。注意深く聴
いてみたらノイズが聴こえるはずだよ。

Q：そうですね。

AA：美術館の方は録音会場になるというので大喜
び、無料で貸してくれたんだ。

Q：『Afric Pepperbird』の方は？

AA：１年ほどの間に僕らは何回もコンサートをこな
し、年齢的に伸び盛りの時期でもあったから、
『Esoteric Circle』の時よりも随分成長し、自信もつ
いたんだ。マンフレートがレーベルをオープンした
ばかりだったので、また無料で美術館を借りようと
思って、マンフレートを連れていった。ところがマ
ンフレートはノイズを嫌って、スタジオでの録音を
主張した。

Q：当然のような気もしますが。

AA：そこで、アルネ・ベンディクセンというスタジ
オに行き着いて、ベンディクセンで働いていたヤ
ン・エリック・コングスハウクと出会うわけだ。

Q：なるほど。物語の始まりですね。

AA：音楽はすべてヤン・ガルバレクが書いて、ディ

#291「NISSAY OPERA 2010《オル
フェオとエウリディーチェ》」佐伯ふみ
／
#292「Elliot Sharp 『SyndaKit』」伏谷
佳代／ 

vol.37：サキソフォン物語

Vol.35：「声」について
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レクションもヤンだった。 

♪　ドン・チェリー・ファミリー

Q：ドン・チェリーとは何か特別な思い出がありま
すか。

AA：ドンはVW（註：フォルクスワーゲン）のバス
を使って家族で動いていた。スウェーデン人の奥さ
んモキと、娘のネネ、息子のイーグル・アイだ。

Q：日本にも1974年、家族で来日し、ファミリーで
コンサートに出演しました。
ステージにマットを敷いて車座になって演奏するん
ですね。日本から富樫雅彦というパーカッショニス
トが参加しました。ネネは、１０年程前ですがセネ
ガルのユッスー・ンドゥールとデュオを組んでヒッ
トを飛ばしましたね（註：＜セヴン・セカンド
＞）。

AA：彼らはほとんどファミリーで移動していた。あ
るとき、僕がオスロ郊外のリレストローム
(Lillestrom) に借りていたロフトにバスで乗り付けて
来て、皆でホットドッグを作って食べたのを覚えて
いる。ソーセージを挟んで、マスタードを塗って、
ケチャップをかけて。和やかな風景だったね。

Q：彼らはバスに寝泊まりしていたのですか。

AA：いや、シッセル・パスケ（Sissel  Paaske）と
いうアーチスト用のアパートやオスロの中心街を外
れた小さなホステルに泊まっていた。

Q：あなたとドンのそういう関係を知っていたら、
富樫雅彦のコンサートにあなたを呼ぶべきでした。

AA：何のことだい。

Q：富樫雅彦の３０周年記念コンサート（註：1986

年5月）にドン・チェリーが参加したのですが、予定
していたベースのチャーリー・ヘイデンの来日が不
可能になり、突然だったので、懇意にしていたデイ
ヴ・ホランドに声を掛けたのです。富樫さんは初め
てだったのですが、とても気に入ってくれました。
『ブラ・ブラ』という素晴らしいライヴ・アルバム
が残せました。

Q：それは良かった。デイヴは素晴らしいベーシス
トだよ。

AA：ところで、ドンのアルバム『永遠のリズム』に
は、コンサートには出演したファラオ・サンダース
が参加していませんね。どうしてですか。

Q：ファラオの録音契約の問題だったと聞いてい
る。 

♪　ピアノレス・トリオ

Q：今回のように何度かピアノレスのユニットを組
んでいますが。

AA：「マスカレロ」の時はピアノがいたんだ。

Q：ヨン・バルケですね。

　*
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AA：ピアノやギターなどのコード楽器がないと音楽
がオープンになるんだ。それに僕は80年代に入って
まもなくエレクトロニクスを導入するようになっ
た。エレクトロニクスでオーケスレーションもでき
るしね。そのあと90年代に入ってからはピアノを入
れたりいろいろなプロジェクトにトライした。それ
からまたピアノレスに戻り、ベース、サックス、ド
ラムスの３人でやるケースが多くなった。この編成
だとスペースやサウンドを作るのにオープンになっ
て可能性が増えるんだ。もうひとつの理由は、エネ
ルギーのフローを素早く変化できること。アレンジ
もシンプルにできるし、メロディからのインプロバ
イズが自由になる。それにインタープレイも自由だ
し。

Q：このピアノレスのトリオはかつてのサム・リ
ヴァースとバリー・アルトシュルのトリオがヒント
になっていますか？（註：『Sam Rivers/Trio Live』
Impulse 1973年 ）

AA：その通り。エネルギーのフローが自由だっただ
ろう。同じトリオのフォーマットは、ヤン・ガルバ
レクとエドワード・ヴェサラのトリオでもトライし
た。

Q：ECMの『トリプチコン』（註：ECM1029 1973

年）ですね。

AA：そうだ。

Q：ところで、一昨日のクラブでの演奏では＜さく
らさくら＞を演奏しましたね。昨日は演奏しなかっ
た。

AA：＜さくらさくら＞？

Q：日本の古謡です。

AA：＜チェリー・ブロッサム＞のことかい。あれ
は、直前にトミー・スミスが持ってきたんだ。練習
する時間がなかった。

Q：それで、彼が＜Outhouse＞の中に取り込んだの
ですね。僕は、アンコール用に用意したのかと思い
ました。

AA：トミーが自分のソロの中に取り込んだんだ。そ
ういうことが自由にできるんだよ。ピアノレスだと
ね。

Q：素晴らしいジャズになってましたね。ゾクゾク
しました。あの速いテンポに乗ってね。

AA：いいだろう、トミー・スミスは。１０月には、
彼の生地のアイルランドで彼の作品を演奏するん
だ。ビッグバンドにアレンジしてね。

Q：彼のデビューは良く覚えてますよ。ゲイリー・
バートンの『Whiz Kids』（註：ECM1329 1987

年）というアルバムで。小曽根真と一緒でしたね。
本当のWhiz Kids（神童）だった。

AA：明日だったか、小曽根のビッグバンドで吹くと
か言ってたね。
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Q：さすがにゲイリーの眼力はすごいですね。パッ
ト・メセニーもそうですし。
あなたもいろいろ若手を発掘してきましたけど。ニ
ルス・ペッター・モルヴェル、ヨン・バルケ。ギリ
シャのヴァシリス・ツァブロプロスもそうでした
ね。

AA：正直なところ、ヴァシリスにはてこずった。レ
コーディングでは自分がリーダーになるといってき
かないんだ。（註：『Arild Andersen/Achirana』
ECM1728 1999年）ピアニストがリーダーになるべ
きだと言ってね。クラシックの世界では通用するか
もしれないが、ジャズでは必ずしもそうではない。
あとで謝ってきたけど。

♪　フォーク・ミュージックとの関わり

Q：ノルウェーのフォーク・ミュージックとの関わ
りですが。『サグン』(註：ECM1435 1990年)とい
うアルバムがありましたね。

AA：『Sagn』だね。あれは、「サング」と発音す
るんだ。ノルウェーに伝わる古い民話に基づいたア
ルバムだ。シャーステン・ブローテン・ベリという
ノルウェー随一のフォークシンガーと共演した。

Q：もともとはECM以外のレーベルで制作されたも
のですね。教会に関係する。

AA：Kirkelig Kulturverkstedという教会に関係するカ
ルチャー・ワークショップだ。教会に置かれたレー
ベルだけど取り上げている音楽は宗教には関係はな
いんだ。Erik Hillestadという優れたプロデューサー
がいてね。あのアルバムは最初はノルウェーでリ
リースされたんだ。のちにマンフレートが気に入っ
てECMからリリースしたいというので、ECMに譲渡
されたんだ。

Q：マンフレートもノルウェーのフォーク・ミュー
ジックにこだわっていますね。

AA：ヤン・ガルバレクともいろいろやっている。

Q：そのレーベルはコマーシャルではないのです
ね。どちらかというと文化的な。
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AA：いや、いろんなレコードを出している普通のレ
コード・レーベルだよ。宗教とはまったく関係がな
い。『サング』というのは、ヘリテージ、遺産とい
う意味だ。

Q：最後に夢を教えて下さい。

AA：夢ね．．．。そうだな、ジャック・ディジョ
ネットと共演してみたいね。

Q：ジャックはいいですね。来年、また東京で会い
ましょう。


